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元気と笑顔があふれるまち

学
校
等
適
正
配
置
計
画

実
施
プ
ラ
ン
を
策
定

　

香
取
市
の
小
学
校
数
は
25

校
︵
分
校
2
校
を
含
む
︶
で
す

が
、
児
童
数
は
昭
和
35
年
の
約

1
万
5
0
0
0
人
か
ら
現
在
の

約
4
0
0
0
人
へ
と
激
減
し
、

5
年
後
に
は
約
3
5
0
0
人
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ピ
ー

ク
時
の
4
分
の
1
に
ま
で
減
少

し
ま
す
。

　

近
年
、
こ
の
少
子
化
傾
向
の

影
響
を
受
け
、
学
校
に
お
け
る

授
業
、
部
活
動
な
ど
集
団
学
習

を
確
保
す
る
こ
と
が
年
々
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
異
な
る

学
年
の
児
童
が
同
じ
教
室
で
学

ぶ
複
式
学
級
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
学
校
等
適
正
配
置

計
画
の
説
明
会
を
、
平
成
21
年

4
月
か
ら
各
地
区
で
45
回
に
わ

た
っ
て
開
催
し
、
こ
の
た
び
実

施
プ
ラ
ン
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

実
施
プ
ラ
ン
の
目
的

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

学
力
の
向
上
や
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
通
じ
て
、
心
身
の
成
長

を
図
る
こ
と
を
学
校
再
編
の
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
再
編
に
よ
り
、﹁
教
育

水
準
の
維
持
向
上
﹂﹁
学
校
規

模
の
格
差
解
消
﹂
な
ど
、
い
っ

そ
う
義
務
教
育
の
充
実
を
め
ざ

し
ま
す
。

実
施
プ
ラ
ン
の
概
要

　

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
11
年
間
の
計
画
で
、

小
中
連
携
教
育
を
推
進
す
る
た

め
に
各
中
学
校
を
核
と
す
る
8

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
け
、
集
団

学
習
を
可
能
と
す
る
学
校
の
規

模
︵
1
小
学
校
＝
1
2
0
人
以

上
︶
を
定
め
、
こ
れ
を
基
準
と

し
て
小
学
校
数
を
25
校
か
ら
16

校
へ
再
編
す
る
案
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
地
域
検
討
会
議
」
を
設
置

　

小
学
校
単
位
で
、
学
区
内
の

保
護
者
・
地
域
住
民
・
学
校
関

係
者
な
ど
で﹁
地
域
検
討
会
議
﹂

を
設
置
し
、
再
編
ブ
ロ
ッ
ク
案

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

設
置
し
て
い
た
だ
く
学
校

は
、佐
原
区
で
は﹁
竟
成
小
﹂﹁
福

田
小
﹂﹁
神
南
小
﹂﹁
湖
東
小
﹂﹁
新

島
小
﹂﹁
大
東
分
校
﹂﹁
津
宮
小
﹂

﹁
大
倉
小
﹂
の
8
校
、
小
見
川

区
で
は
﹁
小
見
川
東
小
﹂﹁
小

見
川
南
小
﹂﹁
利
北
分
校
﹂
の

3
校
、山
田
区
で
は
﹁
八
都
小
﹂

﹁
八
都
第
二
小
﹂﹁
第
一
山
倉
小
﹂

﹁
山
倉
小
﹂
の
4
校
で
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

検
討
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
し
、﹁
市
民
協
働
で
学
校
再

編
を
進
め
る
た
め
の
配
慮
事

項
﹂
の
項
目
を
設
け
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
家
庭
・
地
域
の
連

携
協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

学
校
再
編
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
平
成
21
年
4
月
に
再

編
ス
タ
ー
ト
し
た
栗
源
小
学
校

の
例
に
よ
り
、
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

※
実
施
プ
ラ
ン
は
、
教
育
総
務

課
、
各
区
事
務
所
1
階
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
各
小
学
校
の
窓
口

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課 

☎
（50）

1
2
2
0

学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

　

新
入
学
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
宛
に
、
就
学
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
就
学
通
知
書

に
は
、
入
学
す
る
学
校
名
と

入
学
式
の
日
時
な
ど
が
記
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
入
学
式
に

は
、
必
ず
こ
の
通
知
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
学
児
童
・
生
徒

の
い
る
ご
家
庭
で
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
学
校
教
育

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〇
1
月
末
ま
で
に
就
学
通
知

書
が
届
か
な
い

〇
入
学
ま
で
に
転
出
・
転
居

そ
の
他
の
異
動
事
項
が
あ
る

〇
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
入

学
す
る

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
☎

（50）
1
2
3
9

就
学
通
知
書
を

 

送
付
し
ま
す

統合した今、子どもたちは！

栗源小学校マラソン大会（12月₉日）

　平成21年₄月に統合し、スタートした栗源小学
校。当時を今の小学₆年生に振り返っていただき
ました。

名
な

上
がみ

 佳
けい

佑
すけ

さん
（沢小出身）

大
おお

川
かわ

 奈
な

那
な

子
こ

さん
（高萩小出身）

髙
たか

木
ぎ

 葵
あおい

さん
（栗源小出身）

　自分が入学した学校で、
卒業できなかったことはさ
みしいですが、友達がたく
さん増えて、みんなと楽し
く遊べるようになり、うれ
しかったです。昔は、クラ
スメイトが₇人しかいな
く、少人数でしたが、今は
たくさんの友達と協力し
合って、いろいろなことが
できるようになりました。

　最初は不安だったけど、
周りの友達はみんな明るく
て、友達も増え楽しいです。
今は不安より、うれしい気
持ちが大きいので、統合し
てよかったです。以前はで
きなかった、バスケット
ボールやドッジボール、鬼
ごっこなどが人数が増えた
ことでできるようになり、
遊びも楽しくなりました。

　友達がたくさん増えて、
毎日の学校生活がより楽し
くなりました。人数が増え
たことで、マラソンなどの
競技も、上位を目指して、
よりがんばれます。
　両親は当初、統合を心配
していましたが、友達が増
えて楽しい様子に、今はと
ても喜んでいます。
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市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

﹁
香
取
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
﹂
の
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
案
が
ま
と
ま

り
、
平
成
22
年
11
月
に
香
取
市

都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
内
容
が
確
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
﹁
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
﹂
は
、
都
市
計
画
法
に
定
め

ら
れ
る
﹁
市
町
村
の
都
市
計
画

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
﹂
で
、

お
お
む
ね
20
年
後︵
平
成
39
年
︶

香
取
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

定
委
員
会
﹂
で
議
論
し
て
い
た

だ
き
、
策
定
し
ま
し
た
。

構
成

　

香
取
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
市
全
域
を
対
象
と

す
る
﹁
全
体
構
想
﹂、
市
域
を

佐
原
区
、
小
見
川
区
、
山
田
区
、

栗
源
区
の
4
つ
に
分
け
た
﹁
地

域
別
構
想
﹂、
そ
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
﹁
実
現
の
た
め
の
方

策
﹂
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

全
体
構
想
と
地
域
別
構
想

　

香
取
市
全
体
の
将
来
の
姿
、

地
域
別
の
将
来
の
姿
を
上
記
の

と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
香
取
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
の
内
容

は
、
都
市
計
画
課
、
お
よ
び
市

役
所
・
各
区
事
務
所
1
階
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課 

☎
（50）

1
2
1
4

全　

体　

構　

想

■
将
来
の
香
取
市
の
姿
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

市
民
協
働
に
よ
る　

暮
ら
し
や
す
く　

人
が
集
う
ま
ち
づ
く
り

■
香
取
市
の
将
来
都
市
像

元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
輝
く　

活
気
み
な
ぎ
る　

や
す
ら
ぎ
の
郷　

香
取

■
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

○
自
然
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

○
活
気
、
に
ぎ
わ
い
、
多
様
な
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
安
全
・
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

○
良
好
な
居
住
環
境
を
持
つ
ま
ち
づ
く
り

○
市
民
、
行
政
の
協
働
に
よ
る
効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り

地 

域 

別 

構 

想

■
地
域
の
将
来
像

○
佐
原
地
域
の
将
来
像

　

歴
史
、
文
化
を
活
か
し
た
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち　

佐
原

○
小
見
川
地
域
の
将
来
像

　

水
と
緑
に
囲
ま
れ
、
新
た
な
交
流
・
活
気
を
生
み
出
す
ま
ち　

小
見
川

○
山
田
地
域
の
将
来
像

　

自
然
、
農
業
、
生
活
が
共
生
し
、
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち　

山
田

○
栗
源
地
域
の
将
来
像

　

農
業
と
新
た
な
活
力
の
調
和
し
た
ま
ち　

栗
源

都市拠点（副拠点）の機能充実
・小見川駅周辺の整備、野田・
   本郷地区の商業機能の充実、
   小見川城山公園周辺、くろべ
   運動公園周辺の機能充実

都市拠点（中心拠点）の機能充実
・佐原駅周辺整備事業の推進、本宿耕  
   地地区の整備、佐原地区町並み保存
   事業等による拠点機能の強化

国道 356号バイパスの整備

大関地区（産業系）

佐原香取ＩＣ周辺
（産業・交流系）

阿玉台地区
（交流系）

佐原駅
香取駅

水
郷
駅

小見川駅

十
二
橋
駅

大戸
駅

JR
鹿
島
線

JR成田線

与田浦

利
根
川

黒部川

常陸利根川

佐原香取 IC

香取神宮周辺

水の郷さわら

香取市役所周辺

与田浦周辺

加藤洲十二橋周辺

佐原駅南口周辺

本宿耕地地区

小野川周辺

くろべ運動公園周辺

小見川城山
公園周辺

野田・本郷
地区周辺

阿玉台地区周辺

小見川工業
団地周辺

まほろばの里
案内所周辺

栗源区事務所・
岩部交差点周辺

道の駅くりもと
周辺

栗源運動広場周辺

府馬地区周辺

橘ふれあい
公園周辺

鳩山地区の
観光農業施設

府馬の大クス周辺

山田区
事務所周辺

横利根閘門
ふれあい公園周辺

凡　例

行政界

都市拠点

地区拠点

産業拠点

都市活性化拠点

観光交流拠点

広域型商業核

定住核

観光交流核

コミュニティ型商業核

水と緑の環境保全・活用ゾーン

ふるさと・交流定住ゾーン

農村集落地等のエリア

ゴルフ場

都市連携軸（道路）

沿道利用検討区間

地域連携軸（道路）

都市連携軸（鉄道）

都市連携軸（利根川）

を
目
標
と
し
て
、﹁
香
取
市
総

合
計
画
﹂
に
沿
っ
て
﹁
土
地
利

用
﹂﹁
交
通
環
境
﹂﹁
自
然
環
境
・

歴
史
的
資
源
・
景
観
﹂﹁
生
活

環
境
﹂
に
つ
い
て
方
針
を
定
め

て
い
ま
す
。

策
定
過
程

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

協
議
会
や
地
域
別
懇
談
会
、
ま

た
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
成
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
市
民
・
学
識
経
験

者
・
行
政
か
ら
構
成
さ
れ
る﹁
策

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
な
ど
を
対
象
に
、
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
の
悩
み
を
話
し
合
っ

た
り
、
介
護
技
術
の
情
報
交

換
を
し
た
り
、
お
互
い
を
助

け
合
う
場
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

認
知
症
の
人
を
介

護
し
て
い
る
家
族
な
ど

■
日
時　

1
月
21
日
㈮　

13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

山
田
区
事
務
所
会

議
室
1

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

佐
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 

☎
（50）

1
2
3
1

小
見
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 

☎
（82）

0
7
1
8

　

市
や
金
融
機
関
の
窓
口
な

ど
で
、
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
写
真
付

き
住
基
カ
ー
ド
は
、
本
人
確

認
書
類
と
し
て
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
便
利
な
用
途

▼
住
民
票
な
ど
の
交
付
請
求

　

住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
交

付
請
求
を
す
る
と
き
の
証
明

▼
印
鑑
登
録
申
請

　

印
鑑
登
録
申
請
を
す
る
と

き
の
証
明

▼
口
座
の
新
規
開
設

　

銀
行
で
口
座
を
新
規
に
開

設
す
る
と
き
な
ど
の
証
明

▼
運
転
免
許
証
返
納
後
の
本

人
確
認
書
類

　

高
齢
者
な
ど
が
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
場
合
の

本
人
確
認
書
類

■
取
得
す
る
に
は

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
官
公
署
が
発
行
し

た
写
真
付
き
の
証
明
書
な

ど
、
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
が
2
点
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

写
真
付
き
証
明
書
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
、
申
請
を
受

け
付
け
た
後
で
郵
送
に
よ
る

本
人
照
会
を
行
い
ま
す
。
照

会
書
が
届
い
た
ら
、
照
会
書

と
、
そ
の
ほ
か
に
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
な
ど
を
2
点

以
上
、
再
度
窓
口
ま
で
持
参

く
だ
さ
い
。

■
交
付
手
数
料　

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

市
民
課 

☎
（50）

1
2
1
0

市
民
課 

☎
（82）

1
1
1
4

市
民
課 

☎
（78）

2
1
1
3

市
民
課 

☎
（75）

2
1
1
3

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド

本
人
確
認
書
類
に
使
え
ま
す

介
護
の
悩
み
な
ど
情
報
交
換
の
場

認
知
症
高
齢
者
家
族
の
つ
ど
い
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所
得
税
や
市
県
民
税
を
計
算

す
る
と
き
に
、
所
得
を
計
算
す

る
方
法
や
、
所
得
か
ら
差
し
引

か
れ
る
所
得
控
除
の
計
算
方
法

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
分
や
生
計
を
一
に
し
て
い

る
家
族
の
社
会
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
と
き
は
﹁
社
会
保

険
料
控
除
﹂
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

控
除
額
は
1
年
間
に
支
払
っ
た

全
額
で
す
。

　

対
象
と
な
る
保
険
は
、
健
康

保
険
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
、
雇
用
保
険
、

国
民
年
金
保
険
料
、
厚
生
年
金

保
険
、
厚
生
年
金
基
金
な
ど
で

す
。
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
、

国
民
年
金
基
金
の
控
除
を
受
け

る
際
は
﹁
控
除
証
明
書
﹂
を
必

ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯

主
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
、

保
険
税
を
納
付
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
家
族
の
ほ
か

の
人
が
負
担
し
て
い
る
場
合
は
、

負
担
し
て
い
る
人
の
み
申
告
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
し
て
い
る
配
偶

者
や
家
族
の
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
が
そ
の
人

の
年
金
か
ら
直
接
引
か
れ
て
い

る
︵
特
別
徴
収
︶
と
き
は
、
自

分
の
社
会
保
険
料
控
除
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
人

の
申
告
で
の
み
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
が
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
で
治
療
を
受
け
て
昨
年
中

に
一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
と
き
は﹁
医
療
費
控
除
﹂

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
定
額
以
上
と
は
、
①
10
万

円
、
②
総
所
得
金
額
の
5
％
の

低
い
ほ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
居
し
て
い
な
い
家

族
の
治
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

は
﹁
生
計
を
一
﹂
に
し
て
い
れ

ば
そ
の
分
も
対
象
と
で
き
ま
す
。

﹁
生
計
を
一
﹂
と
は
そ
の
家
族

に
仕
送
り
を
し
て
い
て
、
そ
の

家
族
が
そ
の
仕
送
り
で
生
活
し

て
い
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

　

地
震
保
険
料
控
除
は
﹁
地
震

保
険
﹂
と
﹁
旧
長
期
損
害
保
険
﹂

に
分
け
て
計
算
し
ま
す
。

　

地
震
保
険
は
、
地
震
に
よ
る

マ
イ
ホ
ー
ム
や
家
財
な
ど
へ
の

損
害
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
保

険
で
、
最
高
5
万
円
︵
市
県
民

税
2
万
5
千
円
︶
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

旧
長
期
損
害
保
険
は
、
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
契
約
し

た
長
期
損
害
保
険
契
約
な
ど
で
、

保
険
期
間
な
ど
が
10
年
以
上
あ

り
、
満
期
返
戻
金
が
あ
る
保
険

で
、
最
高
1
万
5
千
円
︵
市
県

民
税
1
万
円
︶
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

複
数
の
契
約
が
あ
る
場
合
は
、

合
計
金
額
が
控
除
額
に
な
り
ま

す
が
、
最
高
5
万
円
︵
市
県
民

計
算
の
仕
方
を
確
認
し

事
前
に
準
備
し
よ
う

税
金
の
ま
め
知
識　

税
金
を
見
直
そ
う

　申告書の作成指導・相談を
行います。（土地、建物、株
式などの譲渡所得のある人は
除く）
■日時・場所▲

₁月26日㈬
　栗源区保健センター₂階会
議室▲

₁月28日㈮
　山田区事務所市民ギャラ
リー▲

₂月₁日㈫・₂日㈬
　小見川区事務所₃階多目的
ホール▲

₂月₃日㈭・₄日㈮
　市役所₅階大会議室
いずれも₉時30分から15時30
分まで

（正午から13時を除く）
問い合わせ
佐原税務署　☎(54)1331

確定申告相談を
開催

わからないことは
相談しよう

税
2
万
5
千
円
︶
が
上
限
と
な

り
ま
す
。
一
つ
の
損
害
保
険
契

約
が
い
ず
れ
の
契
約
区
分
に
も

該
当
す
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
控
除
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
す
る
に
は
﹁
地

震
保
険
料
控
除
証
明
書
﹂
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
が
申
告
す
る
に
あ

た
っ
て
、
建
物
や
車
、
パ
ソ
コ

ン
な
ど
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て

経
済
的
に
価
値
が
減
少
す
る
資

産
は
、
経
費
と
し
て
減
価
償
却

費
の
計
上
が
で
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
10
万
円
以
上
の

建
物
な
ど
を
購
入
し
た
と
き
に

計
上
し
減
価
償
却
を
行
い
ま
す
。

　

前
年
末
ま
で
の
減
価
償
却
費

の
累
積
額
が
取
得
価
額
の
95
％

相
当
額
に
達
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
達
し
た
年
分
の
翌
年
分
以

後
5
年
間
で
、
未
償
却
残
高
で

あ
る
取
得
価
額
の
5
％
分
を
1

円
ま
で
均
等
償
却
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
か
ら
ト
ラ

ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

農
業
用
機
械
な
ど
の
耐
用
年
数

は
す
べ
て
7
年
と
な
り
、
平
成

21
年
以
降
、
新
規
に
取
得
し
た

も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前

か
ら
お
持
ち
の
機
械
な
ど
も
新

耐
用
年
数
か
ら
算
出
し
た
償
却

率
を
用
い
て
計
算
し
ま
す
。

※
平
成
19
年
3
月
31
日
以
前
に

取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
の
計

算
方
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

税
務
課 

☎
（50）

1
2
4
2

医療費控除

社会保険料
控除

減価償却費
の計算

地震保険料
控除

　

市
で
は
、
基
本
的
な
政
策
な

ど
を
策
定
す
る
際
に
、
そ
の
案

を
公
表
し
て
意
見
を
募
集
し
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮

し
て
意
思
決
定
を
行
う
﹁
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
﹂
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
意
見
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

意
見
募
集
す
る
計
画

　

香
取
市
人
権
施
策
基
本
指
針

︵
案
︶

計
画
の
概
要

　

市
で
は
、総
合
計
画
の
中
で
、

﹁
す
べ
て
の
人
が
平
等
な
人
権

尊
重
社
会
の
実
現
﹂
を
掲
げ
、

こ
れ
ま
で
に
自
ら
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
や
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
長
い
歴
史
の
中

で
形
成
さ
れ
て
き
た
偏
見
や
差

別
意
識
は
社
会
の
各
分
野
で
も

依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
人

権
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に

向
け
、
今
後
、
市
が
取
り
組
む

べ
き
人
権
施
策
推
進
の
基
本
理

念
や
基
本
的
方
向
性
な
ど
を
明

ら
か
に
し
た
﹁
香
取
市
人
権
施

策
基
本
指
針
﹂
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
指
針
︵
案
︶
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
の
公
募
︶

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
の
期
間

　

1
月
17
日
㈪
か
ら
2
月
16
日

㈬
ま
で

資
料
の
公
表

　

市
民
活
動
推
進
課
、
お
よ
び

市
役
所
・
各
区
事
務
所
1
階
情

報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ

　

主
要
な
政
策
や
基
本
方
針
に

関
す
る
条
例
や
計
画
な
ど
を
策

定
す
る
際
に
、
そ
の
案
の
段
階

で
情
報
を
公
表
し
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
求
め
、

提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て

意
思
決
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
の
政
策
、

制
度
な
ど
を
決
め
る
過
程
の
公

平
性
・
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、

皆
さ
ん
が
市
政
へ
参
画
し
や
す

く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■
提
出
で
き
る
人

　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
し
て
い
る
人
︵
法
人
そ
の

他
団
体
を
含
む
︶
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
市
民
活
動
推
進
課
ま

で
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

用
紙
は
、
各
閲
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
民
活
動
推
進
課

〒
2
8
7
︲
8
5
0
1　

香
取

市
佐
原
ロ
2
1
2
7

☎
（50）

1
2
6
1
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jin
ken

@
city.kato

ri.
lg.jp 

　市公用車として中古車を購入するに当たり、提案
見積書を募集します。
■提案見積対象　市公用車（中古車）₁台
■参加できる人　市内に本店または営業所を有する
中古車販売業者（法人または事業所を有する人）
■参加申込期間　₁月24日㈪～₂月10日㈭
■提案見積書提出期間　₁月24日㈪～₂月10日㈭
　※週ごとに締め切り審査
■説明書配布期間　₁月17日㈪～₂月10日㈭
■そのほか
　対象車仕様、参加資格、参加申込書・提案見積書
提出方法などは、財政課で配布する提案見積方式説
明書をご覧ください
問い合わせ　財政課　☎(50)1207

公用車（中古車）購入の
提案見積書を募集

■
意
見
の
取
り
扱
い

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
考
慮

し
、
政
策
案
な
ど
の
最
終
決
定

を
行
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
や
回
答

は
、
住
所
・
氏
名
な
ど
個
人
情

報
を
除
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
は
、
対
象
と
な
る
政
策

な
ど
に
対
し
て
、
直
接
賛
否
を

問
う
た
め
に
行
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
意
見
に
対
す
る
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課　

☎
（50）

1
2
0
4
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2
0
1
1
年
7
月
24
日

完
全
移
行

　

2
0
1
1
年
︵
平
成
23
年
︶

7
月
24
日
ま
で
に
、
現
在
の
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行

し
ま
す
。

　

現
在
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る

テ
レ
ビ
放
送
が
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
の
場
合
、
ご
自
身
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
る

た
め
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る

た
め
に
必
要
な
経
費
は
、
受
信

さ
れ
る
皆
さ
ん
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

地
デ
ジ
を
見
る
に
は

■
ア
ン
テ
ナ
の
準
備

▼
個
別
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
信

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
た
め
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
し
て
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放

送
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
場
合

で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
た
め
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
の
交
換
や
高
さ
の
調
整
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
受
信

　

建
築
物
や
航
空
機
、
地
形
的

な
条
件
な
ど
に
よ
り
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
の
受
信
が
困
難
で

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
原
因
者
に

よ
り
共
同
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
共
同
ア
ン
テ
ナ

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

す
る
に
は
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

共
同
ア
ン
テ
ナ
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
化
改
修
工
事
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

共
同
ア
ン
テ
ナ
の
改
修
が
行

わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
個
別
受

信
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
者
か
管
理
者
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
受
信

　

す
で
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
新
た

に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し

な
く
て
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

通
し
て
受
信
が
可
能
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
に

地デジの準備お済みですか？

　総務省では、地上デジタル放送の周知・広報やきめ
細やかな受信相談を行うため、デジサポを設置してい
ます。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
ま
で
あ
と
半
年

地
デ
ジ
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？

よ
っ
て
は
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
で
当
面
の
間
テ
レ
ビ
放

送
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ご
契
約
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
テ
レ
ビ
の
準
備

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

す
る
に
は
、﹁
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
テ
レ
ビ
﹂
を
購
入
す

る
方
法
と
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
に
﹁
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
﹂
ま
た
は
﹁
地
上

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の

録
画
機
器
﹂
を
接
続
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
難
視
地
区

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
個

別
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き

て
い
る
地
域
で
あ
っ
て
、
地
理

的
な
条
件
な
ど
に
よ
り
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
個
別
受
信
ア
ン

テ
ナ
で
受
信
で
き
な
い
地
域
の

内
、国
が
﹁
新
た
な
難
視
地
区
﹂

と
特
定
し
た
地
区
が
市
内
に
あ

り
ま
す
。

　
﹁
新
た
な
難
視
地
区
﹂
の
対

象
世
帯
に
は
、
各
戸
宛
に
国
か

ら
対
策
に
関
す
る
通
知
が
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理

由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯

に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
そ
の
対
象
を
﹁
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
﹂
に
加
え
て
、﹁
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
﹂
に
拡
大
し
ま

す
。

　

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
で
き
て
い
な
い
﹁
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯
﹂
に
簡

易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
1
台
を
無
償

で
給
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置

方
法
や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
訪
問
設
置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
に
は
、
申
込
書
、

﹁
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
﹂
と
﹁
世
帯
全
員

分
の
市
町
村
民
税
非
課
税
証
明

書
﹂︵
平
成
3
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
人
の
分
は
不
要
︶

が
必
要
で
す
。

　

申
込
書
は
、
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
総
務
省
地

デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ

さ
い
。
市
役
所
、
各
区
事
務
所

の
窓
口
で
も
1
月
24
日
㈪
か
ら

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
︲
0
2
3
7
2
4

HPhttp://www.chidejishien.jp

①地デジの準備をしなけれ
ば…

②₇月24日の正午にテレビ
が映らなくなります

詐
欺
に
ご
注
意

　

地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

国
の
機
関
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

放
送
事
業
者
、
市
が
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の
工
事

地デジへの
切り替え
何もしないと…

を
受
け
付
け
た
り
、
費
用
を
請

求
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や
、

代
金
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
（50）

1
2
0
2

し
尿
処
理
手
数
料
の
変
更

　

下
飯
田
し
尿
処
理
場
で
処

理
し
て
い
た
汲
み
取
り
式
ト

イ
レ
の
し
尿
処
理
は
、
牧
野

し
尿
処
理
場
へ
統
合
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

1
世
帯
あ
た
り
の
人
数
に
よ

り
手
数
料
を
い
た
だ
い
て
い

た
も
の
が
、
汲
み
取
り
量
に

応
じ
た
従
量
制
料
金
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
処
理
手
数
料
の
納

入
方
法
は
、
現
在
、
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
人
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。
納
入
通
知
書
で

現
金
納
付
さ
れ
て
い
た
人

は
、
こ
れ
ま
で
の
2
カ
月
ご

と
か
ら
毎
月
の
支
払
い
に
な

り
ま
す
。

■
一
般
世
帯

　
　
　
　

1
ℓ
に
つ
き
11
円

■
仮
設
ト
イ
レ

・
収
集
量
3
0
0
ℓ
ま
で
の

仮
設
ト
イ
レ
⋮

　

1
基
に
つ
き
3
3
0
0
円

・
収
集
量
3
0
0
ℓ
を
超
え

る
仮
設
ト
イ
レ
⋮

　
　
　
　

1
ℓ
に
つ
き
11
円

植
物
廃
材
の

 

搬
入
手
数
料
の
変
更

　

植
物
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
た
直
接
搬
入
の
手
数
料

が
廃
止
さ
れ
、
搬
入
額
が
可

燃
ご
み
処
理
手
数
料
と
同
額

に
な
り
ま
す
。

■
一
般
世
帯

1
0
0
㎏
を
超
え
る
10
㎏
に

つ
き
1
0
0
円

■
事
業
所

10
㎏
に
つ
き
2
0
0
円

浄
化
槽
清
掃
業
務
か
ら
撤
退

　

浄
化
槽
は
、
そ
の
維
持
管

理
の
た
め
に
清
掃
を
委
託
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
浄
化
槽
の
清
掃
業
務

は
組
合
と
契
約
を
結
び
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
3
月
31

日
㈭
を
も
っ
て
、
組
合
に
よ

る
浄
化
槽
の
清
掃
業
務
は
終

了
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
を
ご

利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
浄

化
槽
許
可
業
者
と
の
清
掃
契

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合し
尿
処
理
・
直
接
搬
入
手
数

料 

☎
（78）

1
3
1
1

浄
化
槽
清
掃
業
務

☎
（78）

1
1
8
2

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
︵
以
下
、
組

合
︶
で
は
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
4
月
1

日
㈮
か
ら
手
数
料
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

小
見
川
区
・
山
田
区
に

�

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ

低
所
得
世
帯
へ
の
地
デ
ジ
支
援
を
拡
大
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地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
千
葉
県
で
は
、

県
内
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す

と
さ
れ
る
3
つ
の
地
震
が
起
き

た
場
合
を
想
定
し
、
地
震
被
害

想
定
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
大
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
る

の
は
﹁
千
葉
県
東
方
沖
地
震
﹂

で
、香
取
市
で
の
震
度
は
5
強
。

被
害
は
、
全
壊
家
屋
が
36
棟
、

死
者
1
人
、
負
傷
者
29
人
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
調
査
結
果
は
﹁
ち
ば

地
震
被
害
想
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
﹂
で
ご
覧
く
だ
さ
い

HP

h
ttp

://w
w

w
.b

o
u
sai.

pref.chiba.lg.jp/portal/
higaisoutei/index.htm

l

外
出
中
に
地
震
が
来
た
ら

む
や
み
に
移
動
し
な
い

　

自
宅
か
ら
離
れ
た
外
出
先
で

大
地
震
が
発
生
し
た
直
後
は
、

む
や
み
な
移
動
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。
十
分
な
情
報
が
な
い
ま

ま
移
動
す
る
と
、
思
わ
ぬ
通
行

止
め
や
迂
回
で
体
力
を
著
し
く

消
耗
し
、
2
次
災
害
に
あ
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
地
震
発
生
後
は
、

多
く
の
公
共
交
通
機
関
で
安
全

点
検
の
た
め
し
ば
ら
く
運
休
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
都
市

部
の
歩
道
は
、
徒
歩
で
移
動
す

る
人
が
増
え
て
満
員
電
車
状
態

に
な
り
、
集
団
転
倒
が
起
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

移
動
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

な
ど
か
ら
正
確
な
情
報
を
入
手

し
て
、
安
全
確
認
が
で
き
て
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

徒
歩
帰
宅
時
の
注
意

　

徒
歩
で
帰
宅
す
る
と
き
は
、

帰
宅
経
路
の
安
全
確
認
の
ほ
か

に
、
体
力
も
重
要
で
す
。
一
般

的
に
は
、
自
宅
ま
で
の
距
離
が

10
㎞
以
内
な
ら
、
徒
歩
で
の
帰

宅
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
距
離
が
長
く
な
る

と
、
個
人
の
運
動
能
力
の
差
か

ら
1
㎞
距
離
が
増
え
る
ご
と

に
、
帰
宅
困
難
者
︵
徒
歩
で
の

帰
宅
が
困
難
な
人
︶
に
な
る
人

の
割
合
が
10
％
増
え
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
の
体
力
を
過

信
せ
ず
に
、
余
裕
を
持
っ
て
帰

宅
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
は
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用

　

徒
歩
帰
宅
途
中
に
ト
イ
レ
や

水
道
水
の
利
用
、
情
報
提
供
を

受
け
た
い
と
き
は
、
災
害
時
帰

宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
利
用

で
き
ま
す
。

　

災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
九
都
県
市
︵
千

葉
県
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
神

奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、

千
葉
市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模

原
市
︶
が
、
災
害
時
の
徒
歩
帰

宅
者
支
援
の
た
め
の
協
定
を
結

　市では、緊急情報（防災情報・防

災行政無線情報・不審者情報）を携

帯電話にメール配信するサービスを

行っています。また、配信した情報

は、市のホームページにも掲載して

います。

　緊急情報をメールで受信するに

は、事前に登録が必要です。携帯電

話で次のホームページアドレスに直

接アクセスして、受信したい情報を

登録してください。

HP  http://www.city.katori.lg.jp/

mobile/

　また、ＱＲコード（2次元バーコー

ドリーダー）の読み込みができる機

種をお持ちの人は、下記ＱＲコード

をご利用いただくと簡単にアクセス

できます。

※登録料、情報料は無料です。ただ

し、登録の際やメール受信にかかる

通信料などの費用は利用者の負担と

なります

問い合わせ
◇防災情報…防災や災害時の避難情

報など

◇防災行政無線情報…防災行政無線

の放送内容

総務課　　　☎(50)1201

◇不審者情報…子どもの安全に関す

る防犯・不審者情報など

学校教育課　☎(50)1239

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地

域
住
民
が
自
主
的
に
連
携
し

て
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の

こ
と
で
す
。
組
織
と
し
て
役

割
分
担
や
連
絡
網
が
で
き
て

い
れ
ば
、
助
け
合
い
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
1

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
家

庭
や
、
幼
い
子
ど
も
を
抱
え

る
家
庭
で
は
、
災
害
時
の
円

滑
な
避
難
が
困
難
に
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
地
域
で
協

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
だ
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
て
い
な
い
場
合
は
、
こ

の
機
会
に
設
立
を
検
討
く
だ

さ
い
。

ん
で
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
の
こ
と
で
す
。
協
定
を
締
結

し
て
い
る
お
店
に
は
、
左
上
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま

す
。

帰
宅
困
難
者
に
な
っ
た
ら

　

徒
歩
で
の
帰
宅
が
困
難
だ
と

判
断
し
た
と
き
は
、
無
理
を
せ

ず
に
最
寄
の
避
難
所
を
目
指
し

て
移
動
し
ま
し
ょ
う
。
普
段
か

ら
あ
ら
か
じ
め
、
職
場
や
学
校

等
の
外
出
先
付
近
の
避
難
所
を

把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
族
や
知
人
を
安
心
さ
せ
る

た
め
に
安
否
連
絡
を
す
る
と
き

は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
便
利
で

す
。

■
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

☎
1
7
1

電
話
機
か
ら
音
声
の
伝
言
を
録

音
・
再
生
す
る
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

☎
1
1
6

■
災
害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
伝

言
板

HP

http://w
w

w
.ntt-east.

co
.jp

/sa
ig

a
i/w

eb
171/

index.htm
l

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
安
否

情
報
を
登
録
・
確
認
す
る
サ
ー

ビ
ス

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

☎
1
1
6

■
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
災
害

用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
︵
携
帯
電

話
各
社
提
供
︶

携
帯
電
話
で
安
否
情
報
を
登
録

確
認
す
る
サ
ー
ビ
ス

携
帯
電
話
各
社
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
（50）

1
2
0
1

突
然
起
き
る
災
害

　

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

携帯電話へ緊急情報を
メール配信！

徒歩帰宅者 帰宅困難者

₀㎞ 10㎞ 20㎞

自分たちの地区を守るため
　自主防災組織をつくろう

▲防災訓練を行う水郷町の皆さん（12月11日）

　

な
お
、
新
設
の
自
主
防
災

組
織
は
、
市
か
ら
20
万
円
を

限
度
額
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
担
架
な
ど
の
防
災
用
資
機

材
の
貸
与
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

昨
年
は
小
見
川
区
の
田

町
、
栗
源
区
の
浅
黄
東
部
、

苅
毛
、
助
沢
の
各
自
主
防
災

組
織
が
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
防
災
資
機
材
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
を
新
設
し

た
場
合
は
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
（50）

1
2
0
1

▲平成19年に発生した新潟県中越沖地震(出典：㈶消防科学総合センター　HP http://www.isad.or.jp/)

▲貸与される防災用資機材（一例）
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定年退職

勧奨退職

普通退職

分限免職

懲戒免職

死亡退職

計

20

20

 2

 0

 0

 1

43

⑵職員退職の状況

⑶部門別職員数の状況

⑶地域手当（平成22年₄月₁日現在）

手当の名称

滞納処分手当

行旅死病人
　取扱手当

福祉業務手当

危険手当

保健衛生
　業務手当

下水道

　業務手当

火葬業務手当

不法投棄対応
　業務手当

支給対象職員

税務事務従事職員

行旅死亡人、病人の

処置従事職員

福祉業務従事職員

身体生命に危険を
およぼす作業従事職員

保健衛生業務従事職員

不快業務従事職員

下水道業務従事職員

火葬場勤務職員

産業廃棄物不法投棄に
関わる業務従事職員

1件

1件

1件

日額

1件

日額

日額

1件

日額

日額

1件

日額

1件

日額

200円

1,000円

5,000円

300円

3,000円

400円

200円

500円

200円

250円

200円

400円

250円

500円

支給額支給対象業務
市税に関する滞納処分

行旅病人の接触処置作業

行旅死亡人の接触処置作業

生活保護調査、福祉5法
担当現業員の実態調査

老人ホーム入居者死亡人処置

人体に有害な薬剤の取り扱い

作業、災害時における現地で

の応急措置作業

精神障害者などに対する
面接相談、訪問指導業務

感染症の患者の収容、
患家消毒作業

自宅療養中の感染症の患者な

どに対して行う家庭訪問によ

る保健指導、介護・調査

ごみの収集処理作業

犬・猫などの死体処理作業

管渠清掃、汚泥し渣などの
処理作業

火葬作業に従事したとき

産業廃棄物不法投棄者の
調査、指導業務

支給実績（平成21年度決算）

支給職員₁人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

107,367千円

133千円

⑸時間外勤務手当

市　長

副市長

教育長

議　長

副議長

議　員

市長・副市長・教育長

議長・副議長・議員

市　長

副市長

教育長

（算定方式）

80万円×在職月数×0.35

68万円×在職月数×0.25

64万円×在職月数×0.20

800,000円

680,000円

640,000円

390,000円

370,000円

350,000円

4.1月分　（平成22年度支給割合）

4.1月分　（平成22年度支給割合）

（1期の手当額）

1,344万円

816万円

614万円

（支給時期）

任期毎

任期毎

任期毎

報酬

給料

期末

手当

退職

手当

区分 給料月額など

一般行政職

幼稚園教諭

計

男性

6

0

6

女性

2

1

3

計

8

1

9

⑴職員採用の状況

※⑴と⑵は平成21年₄月₁日から平成22年₃月31日
の状況

議　　会

総　　務

税　　務

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

小計

教育部門

消防部門

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　計

平成22年

　6

168

 52

　0

 44

 18

 62

155

 44

549

155

---

155

 37

 15

 52

104

808
[ 941 ]

対前年増減数

   ---

▲　 3

▲　 1

   ---

▲　 4

     3

▲　 1

▲　 5

▲　 5

▲　16

▲　 9

   ---

▲　 9

▲　 3

   ---

▲　 7

▲　10

▲　35

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

区分部門

支給実績（平成21年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成21年度）

手当の種類（手当数）

910千円

1,130円

5.3％

 　　　　8

⑷特殊勤務手当（平成22年₄月₁日現在）

市職員の　　給与などを公表します

※退職手当の「₁期の手当額」は₄月₁日現在の給料月額および支給率に基づき、₁期
（₄年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込み額

※職員数は一般職に属する職員数。[　]内は条例定数の合計

特別職の報酬などの状況

職員数の状況

5

6 （単位：人）

平成21年

　6

171

 53

　0

 48

 15

 63

160

 49

565

164

---

164

 40

 15

 59

114

843
[ 941 ]

　地域手当は、現在支給していません。

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

加算措置

1人当たり平均支給額

自己都合

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

10,384千円

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

24,768千円

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

加算措置

自己都合

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

香取市 国

⑵退職手当（支給率）（平成22年₄月₁日現在）

※退職手当の₁人当たり平均支給額は平成21年度に退職した職員に支給された平均額

定年前早期退職特例措置(2％～20％) 定年前早期退職特例措置(2％～20％)

地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る

相
談
窓
口

　
﹁
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
千

葉
県
づ
く
り
条
例
﹂
に
基
づ

き
、
障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら

し
の
中
の
差
別
に
か
か
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
地
域

の
相
談
員
な
ど
が
、
第
三
者

の
立
場
で
問
題
の
解
消
を

図
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

　

な
お
、
相
談
員
の
都
合
な

ど
に
よ
り
、
対
応
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
さ
れ
て
い
な

い
時
間
帯
や
、
夜
間
の
相
談

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

地
域
相
談
員
︵
敬
称
略
︶

身
体
障
害
に
関
す
る
相
談

■
増
田
明　

☎
（52）

5
2
0
8

　
　
　
　
　

�

（52）
5
2
0
8

02166@
nifty.com

平
日
の
10
時
～
18
時

■
人
見
榮
一
☎

（83）
8
8
3
1

平
日
の
10
時
～
16
時

■
本
宮
敏
雄
☎

（75）
3
4
6
5

�

0
2
0
︵
4
6
6
5
︶
8
4
6
4

m
otom

iya@
basil.ocn.

ne.jp

10
時
～
17
時

■
吉
原
文
雄
☎

（54）
0
7
8
1

　
　
　
　
　

�

（54）
0
7
8
1

■
栗
林
理
津
子

　
　
　
　
　

☎
（56）

0
6
2
1

☎
0
9
0
︵
5
8
2
5
︶
7
7
3
1

日
曜
日
の
10
時
～
15
時

知
的
障
害
に
関
す
る
相
談

■
鶴
岡
大
丈
☎

（52）
4
3
3
9

tijo@
leaf.ocn.ne.jp

平
日
の
10
時
～
12
時

■
日
下
部
幸
子

　
　
　
　
　

☎
（79）

2
6
0
6

平
日
の
17
時
～
20
時

■
加
瀬
晃
司

☎
0
9
0
︵
3
4
7
8
︶
4
2
9
1

　
　
　
　
　

�

（82）
1
1
0
9

9
時
～
18
時

人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談

■
松
本
滋　

☎
（52）

2
3
5
6

　
　
　
　
　

�

（52）
2
3
5
6

平
日
の
10
時
～
16
時

千
葉
県
の
相
談
窓
口

◇
相
談
内
容　

障
害
者
差
別

に
関
す
る
こ
と
全
般

◇
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日

の
9
時
～
17
時

◇
相
談
窓
口　

香
取
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
専
用
電
話

 

☎
（52）

3
6
1
3

�

0
4
3
︵
2
2
2
︶
4
1
3
3

sjo
u
rei@

m
b
.p

ref.
chiba.lg.jp

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課
☎

（50）
1
2
5
2

 
�

（55）
1
8
8
5
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一般行政職の級別職員数の状況（平成22年₄月₁日現在）

※香取市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表的な職務

一般行政職

技能労務職

教　育　職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

短大卒

高校卒

10年～15年

289,547円

248,060円

257,000円

---　　

306,600円

---　　

15年～20年

345,589円

294,813円

262,955円

---　　

364,100円

---　　

20年～25年

373,339円

337,552円

299,266円

295,500円

364,100円

---　　

区分
経験年数

⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成22年₄月₁日現在）

⑴職員の平均年齢･平均給料月額および平均給与月額の状況

区分

香取市

千葉県

平均年齢

44.7歳

44.1歳

平均給料月額

353,945円

355,548円

平均給与月額

393,093円

447,463円

※「平均給料月額」とは、平成22年₄月₁日現在における各職種ごとの職員の基本給
の平均。「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもので、地方公務員給与
実態調査で明らかにされているもの

⑴人件費の状況

住民基本台帳人口
（平成21年度末）

85,069人

　歳出額(A)

29,300,790千円

実質収支

1,514,137千円

人件費(B)

6,521,750千円

人件費率(B/A)

　　  22.3％

⑵職員給与費の状況

職員数(A)

734人
 給料

3,067,012千円
 職員手当
312,713千円

 期末･勤勉手当
1,125,854千円      

 計(B)
4,505,579千円

1人当たり
給与費(B/A)

　6,138千円

給与費

区分

香取市

用務員

清掃職員

学校給食員

千葉県

平均年齢

49.8歳

49.8歳

45.9歳

55.2歳

50.3歳

平均給料月額

322,178円

310,825円

331,908円

335,670円

334,120円

平均給与月額　

343,909円

325,365円

354,637円

342,481円

392,288円

区分

香取市

平均年齢

49.1歳

平均給料月額

385,634円

平均給与月額

393,417円

③教育職（13人）

期末手当 2.75月分 勤勉手当 1.4月分

⑴期末手当・勤勉手当

市職員の　　給与などを公表します

※職員手当には退職手当を含みません。職員数は平成21年₄月₁日現在の人数

1 総括（平成21年度普通会計決算）

職員の平均給与月額･初任給などの状況

一般行政職の級別職員数などの状況

職員の手当の状況

2

3

4

※職務上の段階、職務の級などによる加算措置があります

区分

⑵職員の初任給の状況（平成22年₄月₁日現在）

一般行政職

技能労務職

教　育　職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

大学卒

短大卒

香取市

178,800円

144,500円

140,100円

---　　

---　　

177,200円

千葉県

178,800円

144,500円

144,500円

133,100円

199,700円

---　　

国

Ⅱ種172,200円

140,100円

---　　

---　　

---　　

---　　

 50人(10.0%）

主幹の職務またはこれらと同程度の職務

  8人( 1.6%）

 31人( 6.2%）

 93人(18.6%）

179人(35.8%）

 69人(13.8%）

 59人(11.8%）

 11人( 2.2%）

1級

2級

3級

4級

5級

6級

7級

8級

定型的な業務を行う主事・技師の職務またはこれらと同程
度の職務

高度な知識または経験を必要とする業務を行う主事・技
師の職務またはこれらと同程度の職務

主任主事・主任技師の職務またはこれらと同程度の職務

主査の職務またはこれらと同程度の職務

副主幹の職務またはこれらと同程度の職務

部長・会計管理者・参事または職務の複雑困難および責
任の度がこれらと同程度の職務

区事務所長・課長・副参事または職務の複雑困難および
責任の度がこれらと同程度の職務

※平成20年度の人件費率は25.3％

①一般行政職（500人）

②技能労務職（82人）

　市職員の給与や職員数などの状況を市民の皆さ
んにご理解いただくため、給与などの現状をお知
らせします。（平成22年₄月₁日現在）
問い合わせ　職員課　☎(50)1240

　

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人

が
、
外
出
先
で
用
件
や
連
絡

先
な
ど
を
書
い
て
、
近
く

の
人
に
協
力
を
お
願
い
す

る
﹁
電
話
お
願
い
手
帳
﹂
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
銚
子
営
業
支

店
か
ら
12
月
10
日
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
﹁
電
話
お
願

い
手
帳
﹂
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
障
害
福
祉
課
お
よ
び
各

区
障
害
福
祉
担
当
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
帳
を
お
持
ち
の

人
か
ら
協
力
を
依
頼
さ
れ
た

人
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課

☎
（50）

1
2
5
2

 

（55）
1
8
8
5

ご
存
知
で
す
か
？﹁
電
話
お
願
い
手
帳
﹂

　

市
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査

費
用
の
追
加
助
成
を
行
い
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
検
査
内
容

　

平
成
22
年
10
月
6
日
以
降

に
実
施
さ
れ
た
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲

1
︵
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
Ｉ
型
︶
抗
体
検
査

■
対
象

　

検
査
当
日
、
香
取
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
平
成
22
年
10
月

6
日
か
ら
平
成
23
年
3
月
31

日
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
1
抗
体
検

査
を
受
け
た
人

※
母
子
手
帳
ま
た
は
血
液
検

査
結
果
票
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
1

ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
な
ど
の
記

載
が
あ
り
ま
す

■
助
成
額

・
妊
婦
健
康
診
査
1
回
目
の

血
液
検
査
で
実
施
し
た
場
合

⋮
8
5
0
円

・
妊
婦
健
康
診
査
2
回
目

以
降
に
実
施
し
た
場
合
⋮

2
2
9
0
円
︵
上
限
︶

■
必
要
書
類

　

検
査
実
施
日
の
領
収
書
・

母
子
健
康
手
帳
・
振
込
先
口

座
の
番
号
が
わ
か
る
も
の
・

印
鑑

■
申
請
場
所　

健
康
づ
く
り

課
︵
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー
︶

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

 

☎
（50）

1
2
3
5

妊
婦
健
康
診
査
で
の

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
1
抗
体
検
査
費
用
を
助
成
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香
取
市
に
は
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
出
来
事
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
こ
こ
で
は
、

そ
ん
な
ホ
ッ
ト
な
ま
ち
の

話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

３
千
5
百
人
が
健
脚
を
競
う

小
江
戸
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
じ
め
て
の
人
の

電
卓
操
作
入
門
塾

浜
田
勝
義
／
著

　

簿
記
の
勉
強
で
も
、
仕
事
で
も
使

え
る
内
容
が
満
載
！ 

ゼ
ッ
タ
イ
に

知
っ
て
お
き
た
い
電
卓
の
使
い
方
ば

か
り
を
集
め
、
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
簿
記
の

試
験
に
出
題
さ
れ
や
す
い
問
題
も
収

録
。　
　
　
　
　
　
︵
か
ん
き
出
版
︶

10
代
の
た
め
の
ケ
ー
タ
イ
心
得

こ
こ
ろ
部
／
編

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
携

帯
電
話
を
使
う
た
め
に
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
。
携
帯
サ
イ
ト
﹃
こ
こ

ろ
部
﹄
連
載
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正

　

皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ

し
い
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

本
を
紹
介
し
ま
す
。

今月のおすすめ

ミ
ニ
門
松
作
り
・
お
正
月
寄
せ
植
え
教
室

作
り
の
飾
り
付
け
で
お
正
月

手

▲10㎞のスタート直後

▲  ゲストランナーの増田明美さん

12月17日日本の伝統芸能を披露
　小見川中央小学校₅・₆
年生の児童10人が参加し
た「子ども能教室」の発表
会が、同校体育館で行われ
ました。発表会では、保護
者や児童が見守る中、約
₁週間という短い稽古に参
加した児童たちが、めでた
い席などで演じられる演目、
「高

たか

砂
さご

」の一部を演じまし
た。

親
子
で
挑
戦
！
ミ
ニ
門
松
作
り

　

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
が
、
12
月
18
日
に
小

見
川
区
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
み
が
わ
竹
炭
研
究
会
の
指
導
に
よ
り
、

ミ
ニ
門
松
作
り
に
挑
戦
。
土
台
と
な
る
材
料

か
ら
自
分
た
ち
で
切
っ
て
制
作
し
、
最
後
に

セ
ン
リ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
る
赤
い
実
を
飾
り
つ

け
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

お
正
月
を
華
や
か
に
！

　

女
性
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
「
な
で

し
こ
学
級
」
で
、
お
正
月

向
け
の
寄
せ
植
え
教
室
が
、

22
日
に
同
事
務
所
で
行
わ

れ
、
学
級
生
た
ち
は
、
お

正
月
を
華
や
か
に
す
る
一

品
を
作
成
し
ま
し
た
。

▲色鮮やかな寄せ植えを作成

▲  親子で協力し作成したミニ門松

　

市
内
外
か
ら
多
く
の
走
者
が
参

加
し
た
「
香
取
小
江
戸
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」。
昨
年
は
12
月
12
日
に
香

取
神
宮
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
前
回
の
参

加
者
を
上
回
る
約
3
5
0
0
人
が

香
取
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
増
田
明
美

さ
ん
を
迎
え
、
一
般
の
参
加
者
と

と
も
に
走
り
、
マ
ラ
ソ
ン
の
楽
し

さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
各
部
門
ご
と

の
賞
に
加
え
て
仮
装
賞
が
追
加
さ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
人
た
ち

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ふ
か
し
い
も
や
お

汁
粉
が
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
参
加

者
や
応
援
に
来
た
人
の
お
腹
を
満

た
し
ま
し
た
。

12月18日太極拳でゆっくり健康
　小見川区事務所で行われ
た男塾第₂弾は、健康志向
の高まりから人気の太極拳
を体験。武術の型のような
動きでゆっくりと全身を動
かす太極拳は、年代を問わ
ず気軽にできる運動として
好評でした。
　また、もしもの時に役立
つ護身術の指導もあり、参
加者たちは真剣に聞き入っ
ていました。

▲注目を集めた仮装でゴール直後に決めポーズ
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12月₂日㈭　県立佐原高等学校創立110周年記念式典
　　₄日㈯　菅首相市内農業施設視察対応
　　₅日㈰　山倉大神例大祭（鮭奉納大祭）
　　₆日㈪　民生委員児童委員委嘱状伝達式
　　　　　　㈱香取マッシュルームP2・P3
　　　　　　　　　　トンネルシステム竣工式
　　₇日㈫　久保神社例大祭
　　　　　　小見川土地改良団体連合会小見川地域農政懇談会
　　₉日㈭　仁井宿第三町内会公会堂落成式
　　10日㈮　香取警察署管内歳末警戒出動式
　　12日㈰　香取小江戸マラソン
　　13日㈪　母子福祉協力員委嘱状交付式
　　15日㈬　JAかとり かんしょキュアリング貯蔵施設新築工事起工式
　　16日㈭　国道51･356号･県道整備促進期成同盟の要望活動
　　18日㈯　₁日赤十字研修会
　　19日㈰　香取市長杯争奪軟式野球大会
　　21日㈫　小見川用地を活用する会総会
　　24日㈮　香取海匝地域保健医療協議会
　　28日㈫　仕事納め式

【まちかど通信】

12月の主な行動

し
て
単
行
本
化
。　
　
︵
ポ
プ
ラ
社
︶

鬼
が
出
た

大
西
廣　

文
／
作

梶
山
俊
夫
ほ
か
／
絵

　

鬼
っ
て
何
だ
ろ
う
？
お
そ
ろ
し
い

怪
物
？
人
間
に
害
を
く
わ
え
る
悪

霊
？
鬼
の
歴
史
、
特
徴
、
種
類
な
ど

を
古
い
図
像
や
写
真
を
ヒ
ン
ト
に
し

な
が
ら
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
鬼

の
本
当
の
姿
が
わ
か
る
、
親
子
で
楽

し
め
る
鬼
の
百
科
。︵
福
音
館
書
店
︶

佐
原
中
央
図
書
館 

☎
（55）

1
3
4
3

　

小
見
川
図
書
館 

☎
（80）

0
5
1
1

HPhttp://www.library-katori-chiba.jp

Vol.57

香
取
遺
産

　

香
取
字
宮
中
台
︵
香
取
神
宮
西
側

の
雨
乞
い
塚
付
近
︶
に
は
、
明
治
元

年
︵
1
8
6
8
︶
ま
で
神
宮
寺
と
呼

ば
れ
た
真
言
宗
の
香
取
山
金
剛
宝
寺

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
す
べ
て
の

建
物
が
取
り
除
か
れ
、
祖そ

霊れ
い

社し
ゃ

が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
こ
こ
に
は
観
音
堂
︵
本

堂
︶・
三
重
塔
・
鐘し

ょ
う

楼ろ
う

・
庫く

裡り

︵
方ほ

う

丈じ
ょ
う

︶・
山
門
な
ど
の
建
物
が
あ
り
、

江
戸
時
代
の
史
料
を
見
る
と
、
観
音

堂
に
は
本
尊
の
十
一
面
観
音
菩
薩
立

像
と
眷け

ん

属ぞ
く

の
二
八
部
衆
、
三
重
塔
に

は
薬
師
如
来
坐
像
と
東
照
大
権
現
の

神
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鐘

楼
に
は
至
徳
3
年
︵
1
3
8
6
︶
銘

を
も
つ
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

が
懸
け
て
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
明
治
元
年
11
月
か
ら
始

ま
っ
た
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く

に
よ
っ
て
、
堂
塔

の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
、
多
く
の

仏
教
美
術
品
が
壊
さ
れ
、
あ
る
い
は

散
逸
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
剛
宝
寺
の
仏
像
仏
具
な
ど
の
一

部
は
、
香
取
市
新
部
の
如
来
寺
︵
現

在
は
廃
寺
︶
に
送
ら
れ
、
三
重
塔
の

九く

輪り
ん

や
梵
鐘
な
ど
の
金
物
は
、
社
役

人
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
て
市
中
に
出

回
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
に
東
京
神
田
の
古
物
商
に

売
却
さ
れ
た
梵
鐘
は
、
神
奈
川
県
藤

沢
市
羽
鳥
の
住
人
に
よ
っ
て
買
い
求

め
ら
れ
、
明
治
5
年
︵
1
8
7
3
︶

正
月
、
同
市
羽
鳥
の
御
霊
神
社
に
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
藤
沢
市

の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
梵
鐘
に
は
、﹁
奉
懸　

下
総

州
香
取
太
神
宮
寺
大
鐘
一
口　

大
旦

那
周
防
守
宗
廣　

大
工　

秦
景
重　

干
時
至
徳
三
年　

丙
寅
十
月　

日　

敬
白
﹂
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

た
し
か
に
神
宮
寺
か
ら
流
出
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た

「金
こん

剛
ごう

宝
ほう

寺
じ

」

十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
は
、
3
ｍ
を

超
え
る
大
物
で
あ
っ
た
た
め
か
、
本

堂
破
壊
後
も
し
ば
ら
く
野
ざ
ら
し
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
不ふ

憫び
ん

に

思
っ
た
篤
志
家
が
こ
れ
を
譲
り
受
け
、

荘し
ょ
う

厳ご
ん

寺じ
︵
佐
原
イ
︶に
寄
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
仏
像
は
、
昭
和
35
年

︵
1
9
6
0
︶
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
宮
寺
の
建
立
が
ど
の
時
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
れ
る
の
か
は
、
は
っ
き
り

と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
十
一

面
観
音
菩
薩
立
像
の
制
作
年
代
か
ら

推
察
す
る
と
9
世
紀
末
か
ら
10
世
紀

初
め
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
神
宮
寺
跡
に
は
、
十
一

面
観
音
堂
仏
前
・
元
禄
13
年

︵
1
7
0
0
︶
銘
を
刻
む
手ち

ょ
う

水ず

鉢ば
ち

一

盤
が
む
な
し
く
残
る
だ
け
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）

1
2
2
4

▲金剛宝寺伽藍　宮負定雄「下総名勝図絵」より

神宮寺壊される

リスマスが待ち遠しい！
各地でクリスマスイベントク

▲クリスマス会で夢中になってお菓子の家を作る子どもたち（山田児童館：12月19日）

▲佐原駅前商店街歩行者天
　国チャリティバザー2010
　（12月₅日㈰）

　今年も、クリスマスを前に、たくさんのイベントや教室が開かれ
子どもから大人まで多くの人たちが楽しみました。
　中でも、山田児童館で行われたクリスマス会では、子どもたちが
お菓子の家作りやプレゼント交換など行い、楽しいクリスマスの思
い出を作ることができました。

▲ポインセチアをデザインしたトールペ
イント教室（栗源公民館：12月19日）

▲親子でプレゼントボックスを作る、かん
たん工作教室（佐原中央図書館：12月19日）

▲会場全体で盛り上がったクリスマスコ
ンサート（山田公民館：12月12日）

▲「冬の名曲とクリスマス特集」と題した軒
先コンサート（佐原町並み交流館：12月23日）

12月18日笑って新年迎えましょう
　毎回満員御礼で大人気の
小見川出前寄席が、よろず
亭で行われました。子ども
から大人まで、多くの観客
で埋め尽くされた会場で
は、₄人の出演者により落
語・太神楽曲芸が披露され
ました。出演者たちの巧み
な話術と演技に、会場は笑
いと拍手で包まれ、楽しい
ひとときとなりました。
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■
入
居
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
で
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人
︵
所
得
制
限
な
ど
あ
り
︶

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
備
考　

浴
槽
、
風
呂
釜
は
入

居
者
の
負
担
で
設
置
︵
向
堆
住

宅
を
除
く
︶

■
募
集
住
宅

粉
名
口
団
地

◇
場
所　

佐
原
ロ
2
0
9
7
︲
7

◇
募
集
戸
数　

1
戸
︵
部
屋
は

4
階
︶
昭
和
60
年
築

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
万
8
2
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ︵
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
台
所
・
浴
室
・

水
洗
ト
イ
レ
︶

片
野
団
地

◇
場
所　

片
野
4
1
1

◇
募
集
戸
数　

3
戸

︵
部
屋
は
1
階
・
2
階
・
3
階
・

平
成
2
年
、
3
年
、
4
年
築
︶

◇
種
別　

一
般
住
宅
2
戸
、
高

齢
者
用
住
宅
1
戸

◇
家
賃　

1
万
3
3
0
0
円
～

規
格　

3
Ｄ
Ｋ
︵
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
台
所
・
浴
室
・

水
洗
ト
イ
レ
︶

向
堆
住
宅

◇
場
所　

府
馬
3
6
9
1

◇
募
集
戸
数　

1
戸
・
平
成
2

年
築

◇
種
別　

一
般
住
宅

◇
家
賃　

1
万
5
0
0
0
円
～

◇
規
格　

3
Ｄ
Ｋ︵
6
畳
3
間
・

台
所
・
浴
室
・
水
洗
ト
イ
レ
︶

1
月
31
日
㈪
ま
で
に
次
へ

都
市
計
画
課　

☎
（50）

1
2
1
4

ま
ち
づ
く
り
課
☎

（82）
1
1
1
7

ま
ち
づ
く
り
課
☎

（78）
2
1
1
6

ま
ち
づ
く
り
課
☎

（75）
2
1
1
5

■
資
格　

不
問

■
定
員　

1
人

■
業
務
内
容　

外
来
受
付
業
務
、

カ
ル
テ
整
理
他

■
勤
務
時
間　

8
時
30
分
～
17

時
15
分

■
賃
金　

時
給
9
0
0
円

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

■
任
用
予
定　

3
月
1
日
㈫

1
月
31
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書

を
国
保
小
見
川
総
合
病
院
総
務

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

暮
ら
し
の

情
報

2011.January 

■
費
用　

無
料
︵
要
予
約
︶

商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

︱
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
、

　
　
　
　

解
決
の
お
手
伝
い
︱

　

解
雇
や
配
置
転
換
、
賃
下
げ

や
い
じ
め
な
ど
、
労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
専
門
の
相
談
員
が
電
話
・

面
談
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

成
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

☎
0
4
7
6

（22）
5
6
6
6

千
葉
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー

☎
0
4
3
︵
2
2
1
︶
2
3
0
3

千
葉
駅
前
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー0

1
2
0
︲
2
5
0
︲
6
5
0

　

佐
原
お
か
み
さ
ん
会
が
運
営

す
る
﹁
佐
原
ま
ち
ぐ
る
み
博
物

館
﹂
の
企
画
展
と
し
て
、
今
年

も
2
月
5
日
㈯
か
ら
3
月
27
日

㈰
ま
で
、
三
菱
館
、
香
取
街
道

や
小
野
川
沿
い
の
店
、
佐
原
駅

周
辺
の
店
な
ど
に
お
雛
様
を
展

示
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
で
使
わ
な
く

な
っ
た
雛
人
形
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
佐
原
お
か
み
さ
ん
会
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
原
お
か
み
さ
ん
会

☎
0
8
0
︵
5
4
5
5
︶
7
5
7
7

　

市
内
の
環
境
保
全
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
る
﹁
か
と
り
市
民

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
に
よ
る
、

生
物
多
様
性
保
全
に
つ
い
て
の

公
開
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

同
会
員
に
よ
る
事
例
発
表
の

ほ
か
、
県
立
中
央
博
物
館
・
生

物
多
様
性
セ
ン
タ
ー　

中
村
俊

彦
氏
に
よ
る
、
生
物
多
様
性
保

全
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
日
時　

1
月
23
日
㈰　

13
時

30
分
～
16
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
視
聴
覚
室

■
内
容

◇
事
例
発
表　

山
の
湧
き
水
や

泉
を
大
切
に
し
よ
う
︵
大
須
賀

川
河
童
会　

山
口
勇
氏
︶

◇
講
演　
﹁
生
物
多
様
性
と
里

山
・
里
川
を
伝
え
る
﹂
講
師
：

県
立
中
央
博
物
館
・
生
物
多
様

性
セ
ン
タ
ー　

中
村
俊
彦
氏

■
入
場
料　

無
料

環
境
安
全
課
☎

（50）
1
2
4
8

か
と
り
市
民
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

礒
辺 
☎

（52）
2
9
2
7

 　

ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
続
く

健
康
体
操
第
3
弾
。
東
洋
医
学

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

 

☎
（82）

3
1
6
1

　

設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
阿

玉
川
閘
門
が
通
船
停
止
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
現
地
の
告

知
を
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

1
月
21
日
㈮
～
3
月

31
日
㈭

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所
小

見
川
出
張
所 

☎
（82）

2
6
2
9

　

市
で
は
、
若
者
就
業
支
援
施

設
﹁
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
﹂
と

の
共
催
で
、
就
職
活
動
に
必
要

な
応
募
書
類
の
基
本
的
な
書
き

方
、
注
意
点
や
ポ
イ
ン
ト
、
志

望
動
機
の
表
現
方
法
な
ど
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に

は
、就
職
活
動
に
関
す
る﹁
ち
ょ

こ
っ
と
相
談
﹂
を
実
施
す
る
ほ

か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
原
の
求

人
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
の
人

■
日
時　

2
月
9
日
㈬　

13
時

～
15
時
30
分

■
場
所　

市
役
所
3
階
3
0
1

会
議
室

■
定
員　

20
人

講座
教室

労
働
者
・

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

生
物
多
様
性
保
全

公
開
学
習
会

市
営
住
宅
の
入
居
者

経け
い

絡ら
く

体
操
教
室

国
保
小
見
川
総
合
病
院

臨
時
職
員

お
雛
様
を

お
譲
り
く
だ
さ
い

白井ハイツ白井ハイツ
■入居のお問い合わせ

☎83-9411
丸神不動産㈱

■設計・施工・管理

☎82-5450
合同会社 シ ラ イ

入居者募集特別キャンペーン
3月末日迄

更新料
無料ほか

小見川工業団地至近
新築戸建

小見川西小学校前
2LDKメゾネット

〈広告〉

佐 原 信 用 金 庫
http://www.shinkin.co.jp/sawara/

お問い合わせ先

平成23年4月28日まで
詳しくは店頭、ATMコーナーのチラシまたは、ホームページをご覧ください

☎0478-54-2125

佐 原 信 金 検索

〈広告〉

　　
健
診
の
対
象
地
区
は
、　
　
…

佐
原
・
栗
源
区
、　
　
　
…
小
見

川
･
山
田
区
で
、（
　
）
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　
　
…
9
日
㈬
　
13
時
〜
13
時

30
分
（
平
成
22
年
9
〜
10
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

　
　
…
23
日
㈬
　
13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
22
年
3
〜
4
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　
　
…
1
日
㈫
　
12
時
30
分
〜

12
時
45
分（
平
成
21
年
6
〜
7
月
生
）

　
　
…
16
日
㈬
　
13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
21
年
7
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　
　
…
4
日
㈮
　
12
時
30
分
〜

12
時
45
分（
平
成
20
年
8
〜
9
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

　
　
…
15
日
㈫
　
13
時
〜
13
時
15

分
（
平
成
19
年
8
月
生
）

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　
…
3
日
㈭
　
13
時
30
分
〜
13

時
50
分

　
　
　
…
22
日
㈫
　
12
時
30
分
〜

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　
…
17
日
㈭
　
13
時
30
分
〜
13

時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　
…
18
日
㈮
　
13
時
15
分
〜
13

時
30
分

■
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
・
教

室
︵
要
申
込
︶

「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
」「
こ
と

ば
・
聞
こ
え
」「
運
動
発
達
」
な

ど
乳
幼
児
期
の
発
達
上
、
心
配
な

こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

■
み
ん
な
の
健
康
相
談

血
圧
測
定
や
子
ど
も
の
身
体
計
測

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
…
2
日
㈬

　
　
　
…
7
日
㈪

い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
…
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間

健
康
づ
く
り
課
☎

(50)
1
2
3
5

子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

小
見
川

佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

肺炎球菌予防接種（65歳以上香取市補助あり）☎55-8001
脳ドック・肺 炎 球 菌

あいざわ
クリニック

頭痛・めまい・しびれ・脳ドック・健康診断
〈広告〉

応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー

in
香
取

阿
玉
川
閘
門
の

通
船
停
止

募集

　₃歳児を対象に、積極的な勧奨を再開してい
ます。
　また、₁期の日本脳炎が完了していない幼児
も、₇歳₆カ月までか₉歳以上13歳未満の間に
接種が可能となっています。接種希望者は、市
内の個別予防接種医療機関で予約の上、接種を
受けてください。
■日本脳炎って？
　日本脳炎ウイルスの感染によっておこる中枢
神経の疾患です。人から人への感染はなく、動
物の体内でウイルスが増殖した後、その動物を
刺した蚊などが人を刺すことによって感染しま
す。
問い合わせ　健康づくり課　☎(50)1235

日本脳炎予防接種
� ₃歳児を対象に再開

お知らせ

親
子
と
成
人
の
保
健

2月
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市民活動推進課　☎(54)1138　　 自治振興課　☎(82)1112

自治振興課　　☎(78)2111　　 自治振興課　☎(75)2111

栗源区事務所　　₁月25日㈫　予約日　₁月18日㈫

市役所　　　　　₂月₉日㈬　予約日   ₂月₂日㈬

小見川区事務所　₂月22日㈫　予約日　₂月15日㈫

●行政相談・人権相談

　₁月20日㈭　13時30分～15時30分

　市民活動推進課　☎(54)1138　　 自治振興課　☎(82)1112

　 自治振興課　　☎(78)2111　　 自治振興課　☎(75)2111

　₂月18日㈮　13時30分～15時30分

　市民活動推進課　☎(54)1138

●消費生活相談　₉時～16時

　商工観光課　1月17日㈪・19日㈬・21日㈮・24日㈪・28日㈮・　

　31日㈪、2月2日㈬・4日㈮・7日㈪・9日㈬・14日㈪・16日㈬・

　18日㈮　☎(50)1300

　 自治振興課　₁月26日㈬　☎(78)2111

●司法書士による法律相談（予約者優先）10時～15時

　市役所　₁月18日㈫、₂月₁日㈫、₂月15日㈫

　市民活動推進課　☎(54)1138

●交通事故相談（要予約）10時～15時

　環境安全課　₁月25日㈫、₂月₈日㈫　☎(50)1248

●心配ごと相談　10時～15時

　社会福祉協議会本所　₂月₃日㈭　☎(54)4410

● 精神保健福祉相談（要予約)

　₁月18日㈫・26日㈬、₂月₂日㈬・15日㈫　13時30分～

●エイズ、クラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎検査(無料･要予約)

　₁月17日㈪・31日㈪、₂月14日㈪　13時～14時受付

●配偶者からの暴力に関する相談（要予約)　毎週水曜日

　電話での相談（毎週月～金曜日）　₉時～17時　☎(52)9310

●女性のための健康相談（要予約）

　₁月27日㈭　13時30分～15時30分　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　

法律相談 市民対象　9時30分～14時 予約は市民活動推進課☎(54)1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで ☎(50)1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１0時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

を
も
と
に
、
全
身
を
伸
展
し
て

健
康
づ
く
り
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

■
日
時　

2
月
１
日
㈫
・
8
日

㈫
・
15
日
㈫
・
22
日
㈫　

19
時

～
20
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
2

階
和
室

■
定
員　

20
人
︵
先
着
順
︶

■
参
加
費　

1
0
0
0
円
︵
保

険
料
含
む
︶

1
月
24
日
㈪
の
9
時
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
（50）

1
2
2
1

︱
食
品
の
表
示
に
つ
い
て
︱

　

食
品
の
表
示
は
消
費
者
が
食

品
を
選
ぶ
時
、
正
し
く
内
容
を

知
る
上
で
重
要
で
す
。

　

表
示
は
、
食
品
の
種
類
、
目

的
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
法
律

で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
身
近
な
も
の
か
ら

少
し
ず
つ
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

2
月
8
日
㈫　

13
時

30
分
～
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
視
聴
覚
室

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

70
人

商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

■
日
時　

1
月
20
日
㈭ 

17
時
～

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　
﹁
女
性
の
健
康
﹂
～

乳
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
～

︵
増
え
る
乳
が
ん
の
現
状
と
最

新
の
乳
が
ん
治
療
に
つ
い
て
︶

■
講
師　

県
立
佐
原
病
院　

黄

哲
守
外
科
医
師

■
参
加
費　

無
料︵
予
約
不
要
︶

県
立
佐
原
病
院

 

☎
（54）

1
2
3
1

　
﹁
椿
﹂
と
﹁
蝶
々
﹂
に
挑
戦
。

切
り
口
の
き
れ
い
な
太
巻
き
寿

司
を
親
子
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象　

小
学
生
と
保
護
者

■
日
時　

1
月
30
日
㈰　

10
時

～
14
時

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
定
員　

12
組

■
材
料
費　

親
子
で
7
0
0
円

催し
太
巻
き
飾
り
寿
司

■
持
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

海
苔
︵
一
帖
︶・
巻
き
す
・
上

履
き山

田
児
童
館
☎

（78）
1
0
5
0

■
日
時　

1
月
27
日
㈭
︵
雨
天

決
行
︶　

佐
原
中
央
公
民
館
前

9
時
集
合

■
コ
ー
ス　

自
由
歩
行︵
30
㎞
︶

利
根
川
～
成
田
山
新
勝
寺

　

団
体
歩
行
︵
12
㎞
︶
市
内
～

観
福
寺
～
香
取
神
宮
～
香
取
駅

■
参
加
費　

3
0
0
円

■
申
込　

当
日
受
付

東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志

 

☎
（54）

2
4
6
7

本
と
あ
そ
ぼ
う

　

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　

4
ト
ン
車
を
改
造
し
た
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
が
、
た
く
さ
ん
の

絵
本
や
児
童
書
を
乗
せ
山
田
児

童
館
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生
︵
低

学
年
︶

■
日
時　

2
月
5
日
㈯　

10
時

30
分
～
11
時
40
分

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
内
容　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の

見
学
・
お
は
な
し
会

山
田
児
童
館
☎

（78）
1
0
5
0

　

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
ク
ラ
ブ
活
動
や
趣
味
を

通
じ
て
作
り
上
げ
た
工
作
・
習

字
・
絵
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

2
月
1
日
㈫
～
7
日
㈪

■
場
所　

九
十
九
里
ホ
ー
ム
山

田
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

九
十
九
里
ホ
ー
ム
山
田
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

☎
（70）

7
1
7
1

火葬
埋葬

〈広告〉

絵
本
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

消
費
生
活
講
座

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

忠
敬
江
戸
入
り

フ
ォ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　

今
年
も
﹁
あ
や
め
祭
り
﹂
期

間
中
、
水
生
植
物
園
の
水
路
に

て
、水
郷
地
帯
の
お
輿
入
れ﹁
嫁

入
り
舟
﹂
を
再
現
し
ま
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
し
ょ
う
ぶ

が
咲
き
誇
る
園
内
で
、
お
二
人

の
記
念
と
な
る
式
を
挙
げ
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
最
高
の
時と

間き

を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

挙
式
後
、
新
郎
新
婦
を
乗
せ

た
舟
は
園
内
水
路
を
巡
り
、
お

披
露
目
を
し
ま
す
。

■
対
象　

新
郎
新
婦
共
に
40
歳

ま
で
の
カ
ッ
プ
ル
で
市
内
外
ど

な
た
で
も
︵
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
︶

■
挙
式
日　

6
月
4
日
㈯
・
11

日
㈯
・
18
日
㈯　

い
ず
れ
も
10

時
30
分
か
ら
1
時
間
程
度

■
募
集
数　

各
日
1
組
︵
挙
式

日
は
当
選
者
の
皆
さ
ん
で
協

議
︶

■
謝
礼　

挙
式
費
と
旅
行
券

■
申
込　

3
月
4
日
㈮
ま
で
に

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

■
そ
の
他　

衣
裳
は
和
装
限

定
。
市
で
撮
影
し
た
嫁
入
り
舟

の
写
真
は
市
の
観
光
宣
伝
に
活

用
し
ま
す

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

☎
（56）

0
4
1
1

商
工
観
光
課　

☎
（50）

1
2
1
2

色
と
り
ど
り
の

　
　

あ
や
め
に
包
ま
れ
て
の
挙
式
を

　

生
涯
学
習
活
動
を
実
践
し
て

い
る
団
体
の
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
場
で
す
。

■
日
時　

2
月
6
日
㈰　

10
時

～
14
時
25
分

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表

■
出
演　

佐
原
み
ど
り
幼
稚

園
、
栗
源
小
学
校
、
山
田
児
童

館
幼
児
教
室
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
・
ラ
ラ
バ
イ
・
レ
フ
ア
、
山

田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
佐
原

太
極
拳
倶
楽
部
、
お
み
が
和
よ

さ
こ
い
会
＂
和
気
藹
藹
＂、
平

野
高
志
カ
ル
テ
ッ
ト
、
う
た
ご

え
千
の
会
、
佐
原
白
楊
高
等
学

校
音
楽
部
＋
有
志

香
取
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

︵
生
涯
学
習
課
内
︶

 

☎
（50）

1
2
2
4

か
が
や
き 

と
き
め
き 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

香
取
市
生
涯
学
習

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

学
び
の
き
ず
な
息
吹
く
ま
ち　

か
と
り
市
発
見

九
十
九
里
ホ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

広告を掲載してみませんか？

　会社や店舗・仕事のPRなど、市のホーム
ページにもリンクしているため、全国ネッ
トで情報をＰＲできます。
問い合わせ　秘書広報課　☎（50)1204

広告募集中! に
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人口と世帯

₁月₁日現在
人　口／84,583人（−63）
　　　男41,790人（−52）
　　　女42,793人（−11）
世帯数／29,435戸（− 4）

広報かとりは再生紙を使用しています

今月の納期限

市県民税 （₄期）

国民健康保険税 （₇期）

介護保険料 （₇期）

₁月31日㈪

【市民のひろば】

　私たち生物部は、生きもの好きや科
学に興味をもっている仲間の集団で
す。普段は、ハムスターやウーパールー
パーなどの世話をしています。また、
部員がやりたい実験や、理科の授業だ
けでは満足しない好奇心を満たすため
の実習を、計画的に行っています。今
年度の文化祭では、ヒラタケ栽培、ブ
タの目の解剖、発光バクテリアなどの
研究発表をしました。

生きもの大好き

高校生
部活紹介

Vol.19

 

小
見
川
高
校

 

生
物
部

 

佐
原
高
校

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▲高い打点から放つ鋭いスパイク

　はがき₁枚に俳句2句・短歌2首のどちらかと、本名、
住所、電話番号を記入し、〒287-8501　広報かとり「俳句」
または「短歌」の係まで。毎月15日までの到着分を審
査し、翌月号に掲載。掲載される作品は、選者により評
を踏まえて添削される場合があります。 ■作品募集

文芸文芸

▲ブタの眼球を解剖中

パパ 悟さん
ママ ひとみさん

平
ひら

山
やま

 結
ゆ

菜
な

ちゃん

お散歩行っていろいろ見
つけるのが大好き♡

パパ 隆良さん
ママ 晴美さん

遠
えん

藤
どう

 愛
あ

幸
ゆき

ちゃん

元気いっぱい！！おでかけ
大好き♡

パパ 晴海さん
ママ 典子さん

小
こ

袖
そで

 凌
りょう

真
ま

くん

トーマスの三輪車に乗って
散歩するのが好きだよ。

パパ 子力さん
ママ 裕子さん

原
はら

 健
けん

人
と

くん

乗り物大好き。名前もた
くさん覚えました。

パパ 雄一さん
ママ 久美子さん

長
は

谷
せ

川
がわ

 浬
り

乙
お

くん

三輪車でのお散歩が大好
き。なんでもお兄ちゃん
の真似っ子するよ。

パパ 孝之さん
ママ 恵美さん

佐
さ

藤
とう

 なのはちゃん

パパと一緒にお祭り大好
き♡

パパ 健悦さん
ママ 光代さん

鈴
すず

木
き

 心
み

千
ち

佳
か

ちゃん

高い所が大好き！おてん
ばな女の子です。

　お子さんのちょっとした瞬間の一コマや成長の記念の写真を「広報かと
り」に掲載しませんか。
■対象　市内在住で平成21年₆月から平成21年11月生まれのお子さん
　　　　（₄月から₉月の広報紙に掲載予定）
■申込方法　₂月10日㈭（消印有効）までに往復はがきに保護者の住所・
氏名・電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日を記入し、〒287-8501 
秘書広報課広報班あてに郵送してください。
※掲載日などは、後日ご連絡させていただきます
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web版広報かとり」
にも掲載されます
問秘書広報課　☎(50)1204

掲載写真募集 !

パパ 元明さん
ママ 和恵さん

添
そえ

野
の

 篤
あつ

斗
と

くん

よく笑い、よく泣く元気な
男の子♡

　私たち佐原高校バレーボール部
は、男子₇人、女子14人で活動し
ています。県ベスト16を目標に、
次の大会に向け、真剣に日々の練
習に取り組んでいます。先輩が残
してくれた伝統を受け継ぎ、私た
ちらしい新たな伝統が築けるよう
部員全員で努力しています。

熱きバレーボール魂

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
 9カ月

1歳
9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

（加藤洲） （佐原イ）（内野） （大根）

（佐原ホ） （佐原イ）（佐原イ） （木内虫幡上小堀
　　　入会地大平）

石
蕗
の
黄
の
は
な
庭
に
匂
ひ
ゐ
て
ほ
ほ
ゑ
む
母
に
車
椅

子
押
す 

郡　

千
恵
子
︵
下
小
川
︶

菜
園
の
手
入
れ
に
振
る
う
鍬
先
に
初
冬
の
日
差
し
光
る

た
ま
ゆ
ら 

鈴
木　

一
満
︵
八
筋
川
︶

パ
ン
ジ
ー
の
花
苗
百
本
門
の
べ
に
植
え
た
り
明
る
き
新に

い

年ど
し

待
た
ん 

長
嶋　

理
子
︵
高
萩
︶

手
術
し
て
四
年
目
の
冬
変
わ
ら
ざ
る
夫
の
優
し
さ
に
励

ま
さ
れ
い
る 

青
柳　

慶
子
︵
佐
原
イ
︶

「
思
い
出
は
泉
の
ご
と
く
」
と
題
字
し
て
孫
と
の
日
々

の
歌
を
綴
じ
た
り 

高
橋　

静
子
︵
助
沢
︶

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

早
朝
を
は
ば
か
り
て
雨
戸
繰
る
ら
し
き
音
す
音
に
も
心

の
こ
も
る�

伊
藤　

か
つ
江
︵
津
宮
︶

評
・
明
け
方
、
遠
慮
が
ち
に
雨
戸
を
開
け
る
音
が
す
る
。
近
隣
の

眠
り
を
妨
げ
ま
い
と
す
る
思
い
遣
り
の
音
だ
。
そ
れ
と
な
く
滲
む

優
し
さ
が
美
し
い
。
そ
れ
を
確
と
聞
き
止
め
た
繊
細
な
感
性
に
感

服
す
る
。「
音
す
音
に
も
」の
韻ひ

び

き
が
一
首
を
引
き
締
め
て
効
果
的
。

う
そ
寒
や
医
師
の
白
衣
を
前
に
し
て　
　
　
　
　
　
　

 

福
水　

な
か
︵
上
小
堀
︶

通
院
の
母
に
予
定
や
初
暦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

嶋
田　

武
夫
︵
下
飯
田
︶

被
ら
ず
に
箪
笥
の
奥
の
冬
帽
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

太
田　

正
彦
︵
富
田
︶

先
人
の
智
恵
の
詰
ま
り
て
い
る
雑
煮　
　
　
　
　
　
　

 
関　

ゆ
き
え
︵
三
島
︶

冬
連
れ
て
鴨
の
飛
来
ぞ
沼
騒
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
藤　

昭
︵
田
部
︶

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

絵
馬
に
乗
り
天
空
翔か

け
よ
七
五
三

 

諏
訪　

好
道
︵
白
井
︶

評
・
七
五
三
の
祝
い
は
数
え
年
で
三
歳
と
五
歳
の
男
の
子
、
三
歳

と
七
歳
の
女
の
子
を
祝
う
行
事
。
こ
の
一
句
は
「
天
空
翔
け
よ
」

と
あ
る
の
で
男
の
子
の
祈
願
の
絵
馬
で
あ
ろ
う
。
風
に
舞
い
お
ど

る
絵
馬
に
作
者
の
思
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

　

先
月
の
12
日
に
行
わ
れ
多
く

の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
第
2

回
小
江
戸
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
ユ

ニ
ー
ク
な
仮
装
や
ス
ー
ツ
で
走

る
人
な
ど
も
い
て
、
会
場
は
非

常
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
生
時
代
の
友
人

に
偶
然
に
も
会
う
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
に
笑
顔
で
意
識

的
に
こ
ち
ら
に
手
を
振
っ
て
く

れ
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
、
ゴ
ー

ル
時
に
は
自
然
と
両
手
を
上
げ

て
ゴ
ー
ル
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
き
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
達
成
感

が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
時
の
ラ
ン
ナ
ー
の
気

持
ち
を
体
験
す
る
べ
く
、
こ
れ

か
ら
壮
絶
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
て
い
き
、
強
靭
な
足
腰
と

練
習
で
培
っ
た
自
信
を
兼
ね
備

え
、
次
回
の
小
江
戸
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
参
加
を
目
指
し
た
い
で

す
。 

︵
Ｔ
︶


